
Ⅱ　大気汚染の状況

1　大気汚染の概況

（1）大気汚染の監視

大気汚染防止法第22条の規定により、県及び大気汚染防止法の政令市は、大気汚染の

常時監視を実施し、他の市町においてもそれぞれの地域の状況に応じて監視を実施してい

る。常時監視項目と測定局数は、次の表のとおりである。また、監視地点は、図Ⅱ11の

とおりである。

表Ⅱ－1－（1）大気環境監視項目毎の一般環境大気測定局数（※1）

監視機関 監視項目 �県 �政令市（※2） ���その他 市町 �計 

静岡市 ��浜松市 

英区・ 駿河区 �清水区 

二　酸　化　硫　黄 �10 �1 �4 �5 �14 �34 

二　酸　化　窒　素 �19 �4 �5 �7 �14 �49 

一　酸　化　炭　素 �－ �一 �1 �1 �2 �4 

浮遊粒子状物質 �15 �4 �5 �7 �14 �45 

微小粒子状物質 �7 �4 �4 �6 �－ �21 

光化学オキシダント �19 �5 �6 �10 �4 �44 

非メタン炭化水素 �6 �1 �2 �3 �2 �14 

計 �76 �19 �27 �39 �50 �211 

（注）1表の数字は、平成26年度の中途で廃止及び設置した測定局分を含む。

2　大気汚染防止法第31条に基づく政令市である。

表Ⅲ－1－（2）大気環境監視項目毎の自動車排出ガス測定局数（※1）

監視機関 監視項目 �県 �政令市（※2） ���その他 市町 �計 

静岡市 ��浜松市 

英区・ 駿河区 �清水区 

二　酸　化　硫　黄 �－ �－ �1 �　　　　　　　　　　　　　　】 �－ �1 

二　酸　化　窒　素 �3 �1 �1 �3 �2 �10 

一　酸　化　炭　素 �3 �1 �1 �2 �2 �9 

浮遊粒子状物質 �3 �1 �1 �3 �2 �10 

微小粒子状物質 �2 �1 �－ �3 �－ �6 

光化学オキシダント �－ �－ �－ �－ �ー �一 

非メタン炭化水素 �3 �1 �1 �2 �2 �9 

計 �14 �5 �5 �13 �8 �45 

（注）1表の数字は、平成26年度の中途で廃止及び設置した測定局分を含む。
2　大気汚染防止法第31条に基づく政令市である。
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（2）環境基準

人の健康を保護する上で維持することが望ましい基準として、二酸化硫黄、二酸化窒素、
一酸化炭素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント及び微小粒子状物質についての環境基

準が表Ⅱ－2のとおり定められている。

なお、微小粒子状物質については、平成21年9月9日に環境基準が設定された。

表Ⅱ¶2　大気環境に係る環境基準とその評価

項目 �環境基準 �評価 
短期的評価 �長期的評価 

二酸化硫黄 �1時間値の1日平均値 が0．04ppm以下であり、 かつ、1時間値が 0．1ppm以下であるこ と。 �1時間値の1日平均値が �1日平均値の年間2％除 外値が0．04ppm以下であ 0．04ppm以下であり、か �ること。ただし、1日平 

（SO2） ��つ、1時間値が0．1ppm以 �均値が0．04ppmを超えた 

下であること。 �目が2日以上連続しない こと。 

二酸化窒素 （NO2） �1時間値の1日平均値 が0．04ppmから0．06ppm までのゾーン内又はそ れ以下であること。 �－ �1日平均値の年間98％値 が0．06ppmを超えないこ と。 

一酸化炭素 �1時間値の1日平均値 が10ppm以下であり、 かつ、1時間値の8時 間平均値が20ppm以下 であること。 �1時間値の1日平均値が �1日平均値の年間2％除 外値が10ppm以下である 10ppm以下であり、かつ、 �こと。ただし、1日平均 

（CO） ��1時間値の8時間平均値 �値が10ppmを超えた日が 

が20ppm以下であること。 �2日以上連続しないこ と。 

浮遊粒子状 物質 （SPM） �1時間値の1日平均値 が0．10mg／m3以下であ り、かつ、1時間値が 0．20mg／m3以下である こと。 �1時間値の1日平均値が �1日平均値の年間2％除 外値が0．10mg／m3以下で 
0．10mg／m3以下であり、か �あること。ただし、1日 

つ、1時間値が0．20mg／m3 �平均値が0．10mg／m3を超 

以下であること。 �えた日が2日以上連続し ないこと。 

光化学 オキシダント （0Ⅹ） �1時間値が0．06ppm以 下であること。 �昼間（5時から20時まで） の1時間値が0．06ppm以 下であること。 �一 

微小粒子状 物質 （PM2．5） �1年平均値が15〃g／m3 以下であり、かつ、1 �年間における1日平均値 のうち、低い方から98％ に相当するもの（1日平 均値の年間98％値）が35 〃g／m3以下であること。 �1年平均値が15〟g／m3以 

日平均値が35〃g／m3以 下であること。 ��下であること。 

（注）11日平均値は、1時間値の欠測が1日（24時間）のうち4時間を超える場合には、

評価の対象としない。

2　年間の測定時間数が6，000時間（微小粒子状物質は250日）に満たない測定局につ

いては、長期的評価において評価の対象としない。
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（3）環境基準の達成状況
一般環境大気測定局では、二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素及び浮遊粒子状物質に

ついては、全ての有効測定局で環境基準を達成した。
一方、微小粒子状物質については18局で、また、光化学オキシダントについては依然

として全ての測定局で環境基準を達成しなかった。

自動車排出ガス測定局では、二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素、浮遊粒子状物質に

ついては、全ての有効測定局で環境基準を達成した。
一方、微小粒子状物質については2局で環境基準を達成しなかった。

大気環境に係る環境基準の達成状況は、二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素及び浮遊

粒子状物質については長期的評価で行い、光化学オキシダントについては短期的評価で行

った。また、微小粒子状物質については、長期的評価、短期的評価の両方を行った。

表Ⅱ－3－（1）一般環境大気測定局における環境基準の達成状況

物質名 ��二酸化硫黄 �二酸化窒素 �一酸化炭素 �浮遊粒子状 物質 （SPM） �微小粒子状 物質 （PM2．5） �光化学 オキシタヾント （Ox） 

項　目 ��（SO2） �（NO2） �（CO） 

26 年 度 �測　定　局　数 �34 �49 �4 �45 �21 �44 
有効測定局数 �33 �48 �3 �43 �20 �43 

達成測定局数 �33 �48 �3 �43 �2 �0 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �10 �0 

25 年 度 �測　定　局　数 �35 �50 �4 �46 �18 �45 
有効測定局数 �34 �49 �3 �44 �14 �44 

達成測定局数 �34 �49 �3 �44 �5 �0 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �36 �0 

（注）有効測定局とは、年間6，000時間（微小粒子状物質は250日）以上測定した局をいう。

表Ⅱ－3－（2）　自動車排出ガス測定局における環境基準の達成状況

物質名 ��二酸化硫黄 �二酸化窒素 �一酸化炭素 �浮遊粒子状 物質 （SPM） �微小粒子状 物質 （PM2，5） �光化学 オキシタやント （Ox） 

項　目 ��（SO2） �（NO2） �（CO） 

26 年 度 �測　定　局　数 �1 �10 �9 �10 �6 �－ 
有効測定局数 �1 �9 �9 �9 �4 �－ 

達成測定局数 �1 �9 �9 �9 �2 �－ 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �50 �－ 

25 年 度 �測　定　局　数 �1 �9 �9 �9 �4 �－ 
有効測定局数 �1 �9 �9 �9 �4 �－ 

達成測定局数 �1 �9 �9 �9 �2 �－ 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �50 �－ 

（注）有効測定局とは、年間6，000時間（微小粒子状物質は250日）以上測定した局をいう。
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2　汚染物質別の大気汚染の状況

（1）二酸化硫黄

二酸化硫黄については、一般環境大気測定局34局（有効測定局33局）、自動車排出ガス測定

局1局（有効測定局1局）で測定の結果、全ての有効測定局で環境基準を達成した。

年平均値では、一般環境大気測定局は0．002ppm、自動車排出ガス測定局は0．002ppmで、近

年においては、ほぼ横ばい状態で推移している。

なお、年平均値の経年変化と環境基準の達成状況の経年変化は、図Ⅲ－2及び表Ⅲ－4のと

おりである。

（ppm）

15　16　17　18　19　　20　　21　22　　23　　24　　25　　26（年度）

図Ⅲ－2　二酸化硫黄の経年変化（有効測定局平均）

表Ⅲ－4－（1）二酸化硫黄の環境基準の達成状況（一般環境大気測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �57 �56 �56 �56 �50 �42 �43 �39 �36 �32 �34 �33 

達　成　局　数 �57 �56 �56 �56 �50 �42 �43 �39 �36 �32 �34 �33 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 

表Ⅲ一4－（2）二酸化硫黄の環境基準の達成状況（自動車排出ガス測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �6 �6 �6 �6 �3 �3 �3 �1 �1 �1 �1 �1 

達　成　局　数 �6 �6 �6 �6 �3 �3 �3 �1 �1 �1 �1 �1 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 
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（2）二酸化窒素

二酸化窒素については、一般環境大気測定局49局（有効測定局48局）、自動車排出ガス測定

局10局（有効測定局9局）で測定の結果、全ての有効測定局で環境基準を達成した。

年平均値は、一般環境大気測定局は0．010ppmであり、また自動車排出ガス測定局は0．018

Ppmと、いずれの値とも、ここ数年はほぼ横ばい状態で推移している。

なお、年平均値の経年変化と環境基準の達成状況の経年変化は、図Ⅲ－3及び表Ⅱ－5のと

おりである。

（ppm）

0．040

0．030

0．020

0．010

0．000

0・028　0．027

こ　一般環境大気測定局　－　●一　自動車排出ガス測定局

●一一一一1－－●一一●■0・0220・0210・0210．0200．020

0・－蒜…
15　16　17　18　19　　20　　21　22　23　　24　25　26（年度）

図Ⅲ－3　二酸化窒素の経年変化（有効測定局平均）

表Ⅲ－5－（1）二酸化窒素の環境基準の達成状況（一般環境大気測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �57 �57 �56 �56 �56 �48 �52 �50 �49 �47 �49 �48 

達　成　局　数 �57 �57 �56 �56 �56 �48 �52 �50 �49 �47 �49 �48 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 

表Ⅱ－5－（2）二酸化窒素の環境基準の達成状況（自動車排出ガス測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �11 �11 �11 �11 �11 �8 �10 �10 �10 �9 �9 �9 

達　成　局　数 �10 �11 �11 �11 �11 �7 �10 �10 �10 �9 �9 �9 

達成率（％） �91 �100 �100 �100 �100 �88 �100 �100 �100 �100 �100 �100 
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なお、1時間値の1日平均値の年間98％値が、0．04ppmから0．06ppmまでのゾーン内

であった測定局は、表Ⅲ－6のとおりである。

表Ⅲ－6

二酸化窒素の1日平均値の98％値がゾーン内の測定局（自動車排出ガス測定局）

市　　町　　名 �測　　　　定　　　局 �用途地域 �日平均値の年間 98％値（ppm） 

富　　　士　　　市 �自　　　排　　　宮　　　島 �住 �0．042 

自　　排　　塔　　の　　木 �住 �0．040 

静岡市（清水区） �自　　　排　　　神　　　明 �準 �0．041 
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（3）一酸化炭素
一酸化炭素については、一般環境大気測定局4局（有効測定局3局）、自動車排出ガス測定局

9局（有効測定局9局）で測定の結果、全ての有効測定局で環境基準を達成した。

年平均値では、一般環境大気測定局は0．2ppm、自動車排出ガス測定局は0．3ppmで近年に

おいてはほぼ横ばい状態で推移している。

なお、年平均値の経年変化と環境基準の達成状況の経年変化は、図Ⅱ－4及び表Ⅱ－7のと

おりである。

（ppm）

こ　一般環境大気測定局

－　●一　自動車排出ガス測定局
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0．3　　　0．3

0．3　　0．3　　　　　　　0．3
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図Ⅱ－4　一酸化炭素の経年変化（有効測定局平均）

表Ⅱ－7－（1）一酸化炭素の環境基準の達成状況（一般環境大気測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26－ 

有効測定局数 �5 �5 �5 �5 �5 �5 �3 �3 �3 �3 �3 �3 

達　成　局　数 �5 �5 �5 �5 �5 �5 �3 �3 �3 �3 �3 �3 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 

表Ⅲ－7－（2）一酸化炭素の環境基準の達成状況（自動車排出ガス測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �11 �11 �11 �11 �11 �9 �10 �10 �10 �8 �9 �9 

達　成　局　数 �11 �11 �11 �11 �11 �9 �10 �10 �10 �8 �9 �9 

達成率（％） �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 �100 
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（4）浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質については、一般環境大気測定局45局（有効測定局43局）、自動車排出ガス

測定局10局（有効測定局9局）で測定の結果、全ての有効測定局で環境基準を達成した。

年度ごとの環境基準達成率に変動はあるが、年平均値では、一般環境大気測定局は

0．019mg／m3、自動車排出ガス測定局は0．019mg／m3で、ともに近年ではほぼ横ばい状態で推

移している。

なお、年平均値の経年変化と環境基準の達成状況の経年変化は、図Ⅲ－5及び表Ⅲ－8のと

おりである。

（mg／m3）

0．05
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0．03

0．02
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0．00

こ　一般環境大気測定局　－　●一　自動車排出ガス測定局

0．0320・準；
15　16　17　18　19　　20　　21　22　　23　　24　　25　　26（年度）

図Ⅲ－5　浮遊粒子状物質の経年変化　（有効測定局平均）

表Ⅲ－8－（1）浮遊粒子状物質の環境基準の達成状況（一般環境大気測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �52 �51 �51 �51 �51 �45 �47 �47 �47 �44 �44・ �43 

達　成　局　数 �48 �51 �48 �51 �44 �44 �47 �47 �44 �44 �44 �43 

達成率（％） �92 �100 �94 �100 �86 �98 �100 �100 �94 �100 �100 �100 

表Ⅲ－8－（2）浮遊粒子状物質の環境基準の達成状況（自動車排出ガス測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �11 �11 �11 �11 �11 �9 �10 �10 �10 �9 �9 �9 

達　成　局　数 �7 �11 �9 �10 �9 �8 �10 �10 �10 �9 �9 �9 

達成率（％） �64 �100 �82 �91 �82 �89 �100 �100 �100 �100 �100 �100 
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（5）光化学オキシダント

光化学オキシダントについては、一般環境大気測定局44局（有効測定局43局）で測定の結

果、全ての有効測定局で環境基準を達成しなかった。

昼間の1時間値が0．06ppmを超えた時間の割合は、8．4％であった。

昼間の1時間値が0．06ppmを超えた時間数の経年変化と環境基準の達成状況の経年変化は、

図Ⅲ－6及び表Ⅲ－9のとおりである。

30

二．1

20

15

10

3

0

15　　　16　　　17　　　18　　　19　　　　20　　　　21　　　22

（注）昼間とは、午前5時から午後8時までの時間帯をいう。

20

15

10

5

0

23　　　24　　　25　　　26（年度）

図Ⅱ－6　昼間の1時間値が0．06ppmを超えた時間数の経年変化

表Ⅲ－9　光化学オキシダントの環境基準の達成状況（一般環境大気測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �46 �46 �46 �46 �46 �46 �44 �44 �44 �45 �44 �43 

達　成　局　数 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 

達成率（％） �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 �0 

光化学オキシダントの注意報（オキシダント濃度の1時間値が0．12ppm以上の場合に状況

に応じて発令）の発令延べ地区数の経年変化は、図Ⅲ一7のとおりである。

（地区数）

15　16　17　18　19　　20　　21　22　　23　　24　　25　　26（年度）

図Ⅲ－7　注意報発令の延べ地区数の経年変化
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（6）微小粒子状物質

微小粒子状物質については、平成21年9月9日に新たに環境基準が設定された。

これに基づき、県内での常時監視に係る整備を進めており、平成26年度末までに、一般環境

大気測定局21局、自動車排出ガス測定局6局で自動測定器の設置が完了し、測定を開始した。

平成26年度の測定結果は、一般環境大気測定局21局（有効測定局20局）、自動車排出ガス

測定局6局（有効測定局4局）で測定の結果、一般環境大気測定局では18測定局で、また自動

車排出ガス測定局では2測定局で環境基準を達成しなかった。年平均値では、一般環境大気測

定局は12・6〟g／m3、自動車排出ガス測定局は12．6〃g／m3であった。また、1日平均値の年間

98％値では、一般環境大気測定局は37．4〃g／m3、自動車排出ガス測定局は36．0〃g／m3であった。

なお、年平均値の経年変化と環境基準の達成状況の経年変化は、図Ⅲ－8及び表Ⅲ－10のと

おりである。

20

15

10

5

0

（〃g／m3）

13・4　　　12．4　　　13・5

㌢－！一三十一嘉一一声6
12・6　　　　12．3　　　　　　　　　　　12・6

＝　一般環境大気測定局

－　●一　自動車排出ガス測定局

23　　　　　　　　24　　　　　　　　25　　　　　　　　26

図Ⅱ－8　微小粒子状物質の経年変化　（有効測定局、年平均値）

表Ⅲ－10－（1）微小粒子状物質の環境基準の達成状況（一般環境大気測定局）

（年度）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �－ �－ �一 �－ �－ �－ �－ �－ �1 �9 �14 �20 

達　成　局　数 �－ �－ �－ �－ �－ �－ �－ �－ �1 �8 �5 �2 

達成率（％） �ー �－ �－ �－ �－ �一 �ー �－ �100 �89 �36 �10 

表Ⅲ一10－（2）微小粒子状物質の環境基準の達成状況（自動車排出ガス測定局）

年度 項目 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

有効測定局数 �－ �－ �－ �－ �－ �－ �－ �－ �1 �3 �4 �4 

達　成　局　数 �－ �－ �－ �－ �－ �－ �ー �－ �1 �3 �2 �2 

達成率（％） �－ �－ �－ �－ �－ �－ �ー �－ �100 �100 �50 �50 
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（7）非メタン炭化水素

非メタン炭化水素については、一般環境大気測定局14局で測定した結果、有効測定局13局

中9局で指針値（表Ⅱ－11－（1）の（注））を超えた目があった。また、自動車排出ガス測定局9

局で測定した結果、有効測定局9局中7局で指針値（表Ⅱ¶11－（2）の（注））を超えた目があっ

た。

なお、非メタン炭化水素の測定結果は表Ⅲ一11のとおりである。

表Ⅱ－11－（1）非メタン炭化水素測定結果（一般環境大気測定局） 

市　名 �測　　　　定　　　　局 �用途 地域 �6～9時の3時間の 　平均値 ���6～9時の3時 間平均値が 0．31ppmCを超 えた目数とそ の割合（注） 年 平均値 �最高値 �最低値 

（ppmc） �（ppmc） �（ppmc） �（日） �（％） 

熱　　海　　市 �熱　海　総　合　庁　舎 �商 �0．14 �0．31 �0．04 �0 �0．0 

沼　　津　　市 �勤　労　青　少　年　ホ　ー　ム �住 �0．13 �0．44 �0．02 �9 �3．0 

富　　士　　市 �救　急　医　療　セ　ン　タ　ー �工 �0．21 �1．95 �0．02 �34 �9．8 

南　　　　　松　　　　　野 �住 �0．09 �0．31 �0．01 �0 �0．0 

富　士　富　市 �市　　　　　役　　　　　所 �住 �0．18 �0．38 �0．07 �5 �1．4 

静岡市（清水区） �清　　水　　区　　役　　所 �商 �0．19 �0．58 �0．06 �27 �7．6 

静岡市（葵区・駿河区） �常　　　磐　　　公　　　園 �商 �0．13 �0．42 �0．05 �1 �0．3 

島　　田　　市 �市　　　　　役　　　　　所 �住 �0．13 �1．18 �0．03 �24 �6．8 

藤　　枝　　市 �大　　気　　測　　定　　局 �住 �0．12 �0．34 �0．01 �1 �0．3 

磐　　田　　市 �市　　　　　役　　　　　所 �住 �0．19 �0．86 �0．06 �25 �7．0 

浜　　松　　市 �中央測定局（西部中学校） �住 �0．11 �0．27 �0．03 �0 �0．0 東南部測定局（南陽中学校） �住 �0．18 �0．42 �0．06 �11 �3．2 

北部測定局（葵が丘小学校） �住 �0．04 �0．13 �0．01 �0 �0．0 

（注）昭和51年8月13日付けで、中央公害対策審議会から「光化学オキシダントの生成防止
のための大気中炭化水素濃度の指針について」の答申がなされ、その指針値として、光

化学オキシダントの日最高1時間値0．06ppmに対応する午前6時から午前9時までの非
メタン炭化水素の3時間平均値は0．20ppmC～0．31ppmCの範囲にあることが示された。
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表Ⅲ【11－（2）非メタン炭化水素測定結果（自動車排出ガス測定局）

市　名 �測　　　　定　　　　局 �用途 地域 �6～9時の3時間の 　平均値 ���6～9時の3時 間平均値が 0．31ppmCを超 えた日数とそ の割合（注） 
年 平均値 �最高値 �最低値 

（ppmc） �（ppmc） �（ppmc） �（日） �（％） 

島　　市 �自　　　排　　　　　　　島 �住 �0．16 �0．85 �0．03 �7 �2．0 

富　　士　　市 �自　　排　　塔　　の　　木 �住 �0．32 �0．97 �0．13 �167 �46．3 

自　　　排　　　宮　　　島 �住 �0．14 �1．02 �0．01 �18 �5．0 

静岡市（清水区） �自　　　排　　　神　　　明 �準 �0．16 �0．56 �0．03 �18 �5．1 

静岡市傾区・駿河区） �自　　　排　　　丸　　　子 �住 �0．10 �0．25 �0．04 �0 �0．0 

藤　　枝　　市 �自　　　排　　　藤　　　枝 �住 �0．08 �0．36 �0．01 �1 �0．3 

掛　　川　　市 �自　　　排　　　掛　　　川 �住 �0．13 �0．31 �0．04 �0 �0．0 

浜　　松　　市 �R▼　2　5　7（伝　馬　町） �商 �0．16 �0．36 �0．06 �2 �0．7 

R－15　0（相生公園） �商 �0．15 �0．41 �0．04 �12 �4．7 

有効測定局における午前6時から午前9時までの3時間平均値の年平均値では、一般環境

大気測定局は0．14ppmC、自動車排出ガス測定局は0．16ppmCで、近年においてはわずかなが

ら減少傾向を示している。

なお、年平均値の経年変化は、図Ⅲ－9のとおりである。

（ppmc）

15　　16　　17　　18　　19　　　20　　　21　　　22　　　23　　　24　　　25　　　26

（注）午前6時～午前9時までの3時間平均値の年平均値

図Ⅲ【9　非メタン炭化水素の経年変化（有効測定局平均）
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二様 十 三ささ ∈ 【ユ �鞄 �（⊃ �○ �○ �○ �○ �○ �○ �（⊃ �○ � 

軍冨蓋甚 �（エ） �トー �Ln � � � � � � � 
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如（こ ＋＋∵ 婁モ＼も b月ミ 叶．意宍 ≡萱萱 整） �艶 �○ � � � �× � �○ �】 �× �1 
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